
 

 

 

富里市 

高齢化２０４０年問題を見据え、市内の高齢者が住み慣れた地域で継続して生活

できるよう、事業者が本市のニーズに沿った地域密着型介護施設を設置しやすい 

環境を整備するため、市が独自で開設後３年間の運営費を補助する制度を創設します。 

 

※算出例は裏面のとおり 

 

地域密着型介護施設運営費補助制度を市独自で創設！ 

～～  住み慣れた地域で安心して暮らせるために  ～～  

 

 

 
 

 

＜地域密着型介護施設とは＞ 

住み慣れた地域で高齢者が継続して生活できるよう支援するとともに、富里市が指定・管理し、

市民が利用できる介護保険サービス施設です。 
 

１ 本市に必要な３種類の地域密着型介護施設 

種類  定員  概要  必要な理由  
令和11年度までの 

整備目標数 

地域密着型 

介護老人福祉施設 
２９名 

家庭的な環境で暖かみの

ある親しみやすい入所施設 
入所待機者の解消 １施設 

認知症対応型 

通所介護 
１２名 

認知症の方に寄り添った

デイサービス 

認知症のサービス

利用者増加に対応 
２施設 

定期巡回随時対応型 

訪問介護看護 
― 

２４時間・３６５日体制で 

介護・看護の支援を提供 

医療行為が必要な

在宅生活者の増加に

対応 

２施設 

 

２ 運営費補助の概要 

〇各年度において、事業収支を確認し、「赤字」となった場合は、運営費を補助 

します。（開設後３か年限定）   

    〇令和８年度の運営費から対象とし、該当する場合は令和９年度の申請に  

基づき助成します。  

   

 
 
 
 

３ 補助上限額 

〇毎年度の申請により補助します。 

〇上限額は、１施設あたりの３か年合計額です。 

種類 上限額 

地域密着型介護老人福祉施設 ２，０００万円 

認知症対応型通所介護 ５００万円 

定期巡回随時対応型訪問介護看護 ７００万円  

～心ひとつに 未来に向かって飛び立つ 躍動のとみさと～ 

 

運営費補助額＝（１ー①年間収入合計額／②年間支出合計額） ×②年間支出合計額 

（裏面に続く） 

 



 

 

 

富里市 
 

 

＜算出例＞ 

例１：Ａ法人が地域密着型介護老人福祉施設を開設した場合【開設１年目】 

①［年間収入合計額］  ８１，０００，０００円  

②［年間支出合計額］  ９０，０００，０００円  

［事 業 収 支 合 計］  ▲９，０００，０００円  

 補助額：９００万円 

 

例２：Ｂ法人が認知症対応型通所介護を開設した場合【開設１年目】 

①［年間収入合計額］  １８，０００，０００円  

②［年間支出合計額］  ２０，０００，０００円  

［事 業 収 支 合 計］  ▲２，０００，０００円  

 補助額：２００万円  

 

例３：Ｃ法人が定期巡回随時対応型訪問介護看護を開設した場合【開設１年目】 

①［年間収入合計額］  １３，６００，０００円  

②［年間支出合計額］  １７，０００，０００円  

［事 業 収 支 合 計］  ▲３，４００，０００円  

 補助額：３４０万円  

 

 

 

 

 

 

 

問合せ先 

担 当 健康福祉部高齢者福祉課介護保険班  

担当者 押切・小倉  

電 話 ０４７６－９３－４９８０【直通】 

ＦＡＸ ０４７６－９３－２２１５ 

メール kourei＠city.tomisato.lg.jp 

～心ひとつに 未来に向かって飛び立つ 躍動のとみさと～ 

 


